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１．これまでの経緯

『地域の自主性及『地域の自主性及
高めるための改革高めるための改革
るための関係法律るための関係法律
する法律』する法律』

国国 から

道路構造の技

及び自立性を及び自立性を
革の推進を図革の推進を図
律の整備に関律の整備に関

地方地方へ

術的基準



条例で定める
１．これまでの経緯

条例で定める

車線数車線数
幅員幅員
線形線形

こう配こう配

る事項る事項

などなど



条例で定めな

１．これまでの経緯

条例で定めな

設計車両設計車両

建築限界建築限界

荷重条件荷重条件 普通
小型小型

ない事項ない事項

道路 ２４５ｋＮ
道路 ３０ｋＮ道路 ３０ｋＮ



京都市対象路線
１．これまでの経緯

京都市対象路線
※※

市が管理する府道 市道市が管理する府道，市道

※国道は対象外※国道は対象外



意見聴取
１．これまでの経緯

意見聴取
平成２３年

～主な意見～～主な意見～
・自転車と歩行者を明自転車と歩行者を明
した方が良い
まず交通ル ルの徹・まず交通ルールの徹

・車を幹線 自転車を車を幹線，自転車を

・山間部の危険・問題山間部の危険 問題
意見を

取会取会
年１２月１９日開催

明確に区分明確に区分

徹底が必要徹底が必要
を細街路にを細街路に

題箇所の地元題箇所の地元



他都市独自ル
１．これまでの経緯

他都市独自ル
①長崎市
縦断こう配の最大値縦断 う 最大値

１２％ ⇒ １７％

②愛知県②愛知県
停車帯幅員の標準値
２．５ｍ⇒１．５ｍ

③岐阜県③岐阜県
片側１車線でも
中央分離帯設置中央分離帯設置可

ルールルール

１２ｍ

１００

⇒１７
ｍ１００

ｍ



２ 京都市２．京都市
現状現状

のの
と課題と課題



２．京都市の現状と課題

京都市の道路
「歩道（自転車歩行車

京都市の道路
「歩道（自転車歩行車
設置率が低い，幅員
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設置率

状況①
車道含む）」

状況①
車道含む）」
員が狭い

13.1%

24 4%

29.3%

10.1%
21.5%

48 3%
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54.2%

22.4%
24.4%

2m未満

3m未満

3m以上
48.3%

京都市 大阪市 神戸市

幅員別割合

出典：平成22年度道路交通センサス」より



２．京都市の現状と課題

京都市の道路
自転車保有率が高

京都市の道路
自転車保有率が高い

順位 都道府県

1 埼玉県 5,436,0

順位 都道府県
　総　数

2 大阪府 6,515,0

3 東京都 8,999,0

4 京都府 1,656,0

5 千葉県 3,763,0

6 兵庫県 3,390,0

7 神奈川県 5,315,0神奈川県 , ,

8 香川県 606,0

9 滋賀県 817,0

10 愛知県 4 084 010 愛知県 4,084,0

全国 69,099,0

状況②状況②

人 人

保有台数

人口100人

あたり

000台 76.92台

数　

000台 75.14台

000台 72.21台

000台 64.72台

000台 61.78台

000台 60.73台

000台 60.41台台 台

000台 59.45台

000台 59.29台

000台 56 83台

出典：自転車産業振興協会より（H20データ）

000台 56.83台

000台 54.38台



２．京都市の現状と課題

京都市の道路
山間部の未改良区間が

京都市の道路

400 改良済

山間部の未改良区間が

300

400 改良済
未改良

152.6km
200

145.8km
100

0.0km
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0

京都市 大阪市京都市 大阪市
出典：平成
なお、対象

状況③
が多い

状況③

済区間

が多い

済区間
良区間

208.1km

22.9kmm
m

市 神戸市市 神戸市
成22年度道路交通センサス」より
象路線は、DID区間等を含まない地方部道路について算定



２．京都市の現状と課題

まとめまとめ
都市部都市部
・歩道・自転車歩行・歩道・自転車歩行
設置率が低い 幅設置率が低い，幅

・自転車保有率が高

山間部山間部
・未改良区間が多い・未改良区間が多い

行車道の行車道の
幅員が狭い幅員が狭い
高い

いい



３ 独自ル３．独自ルルール案ル ル案



３．独自ルール案

１歩行者及び歩行者及
通行空間通行空間

２例外を認め

自転車の自転車

る規定



歩行者及び自転車の

３．独自ルール案

歩行者及び自転車の
歩道 路肩 車道

路上
施設帯安

１ｍ １ｍ

２ｍ
安
全
でで
良
好

自転車歩行者道 路肩 車

路上
施設帯

好
な
空

自転車歩行者道

１ｍ １ｍ

３ｍ

車

１ｍ

空
間
のの
確
保

の通行空間の通行空間

道道

北大路通



歩行者及び自転車の

３．独自ルール案

歩行者及び自転車の
自転車道

路上

施設歩道

１ｍ ２ｍ

４ｍ

１ｍ

自転車通

中京区六角通

の通行空間の通行空間
路肩 車道

上

設帯

通行空間

新町通



例外を認める規定

３．独自ルール案

○路線特性に応じた車

例外を認める規定

○路線特性に応じた車
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き
いい



例外を認める規定

３．独自ルール案

例外を認める規定

府道は２車線 ⇒ １車

（山間部）（山間部）

車線＋待避所



３．独自ルール案



４ スケジュ４．スケジュ
第平成２４年９月 第

１０月～１１月 パブ

１１月 第

１２月

平成２５年２月

４月４月

ュ ルュール
第２回検討委員会第２回検討委員会

リックコメント実施

第３回検討委員会

条例案作成

市会上程市会上程

条例施行条例施行


